
4息

羅
さ
れ
、
凝
集
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
パ
ラ
色

の
発
展
史
観
で
も
な
く
、
特
定
個
人
や
事
業
所
の

褒
庇
も
含
ま
ず
、
い
わ
ん
や
県
政
の

P
R臭
も
な

く
、
叙
述
は
客
観
的
叙
述
を
も
っ
て
一
貫
し
て
い

る
。
委
員
・
執
筆
者
各
位
の
最
も
苦
心
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

こ
と
が
、
本
書
の
弱
点
で
あ
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ

る
。
こ
の
百
年
の
日
本
の
歩
み
に
は
、
大
き
な
幾

つ
か
の
節
が
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
と
り
わ
け
昭
和

二
十
年
八
月
の
断
絶
を
も
っ
て
い
る
。
苦
心
し
て

収
集
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
豊
富
な
写
真
を
も
含
め
て

そ
れ
ら
は
描
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
客
観
的
叙

述
の
故
に
、
何
だ
か
空
し
く
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
書
を
通
説
し
て
、
歴
史
と
は
何
か
、
を
あ
ら
た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
本
書
は
、
み
ご
と
な
年
代
期
で
あ
る
と

い
え
る
か
、
む
ろ
ん
そ
れ
は
現
自
治
体
の
矛
盾
の

表
白
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

本
書
の
た
め
に
、
落
大
な
資
料
が
収
集
さ
れ
た

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
然
る
べ
く
整
理
・
保

存
さ
れ
、
研
究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
ん
こ
と
を
希

望
す
る
。（A
5
判
本
文
て
一
二
六
頁
、
年
表
一
九
頁

昭
和
四
二
年
七
月
兵
庫
県
刊
）
（
熱
田
公
）

1南界戸以，

弓ー

¥Iii¥ 

三
回
史
学
会
昭
和
四
二
年
度
大
会

十
月
二
十
一
日
（
土
）
於
慶
応
義
塾
大
学

イ
ス
ラ
l
ム
地
理
書
の
性
格
と
そ
の
利
用
家
島
彦
一

小
谷
俊
彦

近
山
金
次

三
橋
冨
治
男

鎌
倉
時
代
の
足
利
氏

時
代
転
換
に
つ
い
て
の
一
考
察

ト
ル
コ
の
旅
か
ら

広
島
史
学
研
究
会
昭
和
四
十
二
年
大
会

十
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
於
・
広
島
大
学

〈
γγ
ボ
ジ
ゥ
ム
〉
東
洋
に
お
け
る
支
配
者
像
と
支
配

の
論
理

律

令

制

天

皇

の

基

本

性

格

橋

本

政

良

中
国
古
代
に
於
け
る
支
配
者
像
と
支
配
の
論
理
板
野
長
八

宋

代

の

官

僚

観

と

支

配

者

像

寺

地

遊

王

陽

明

と

支

配

の

論

理

藤

沢

弘

昌

近
世
後
期
の
朱
子
学
と
水
戸
学
と
の
関
係
l
l
l支
配

の

論

理

を

め

ぐ

っ

て

｜

｜

頼

誠

一

〈
公
開
講
演
〉

ロ

シ

ア

革

命

五

十

年

中

村

義

知

明

治

維

新

の

思

想

大

江

志

乃

夫

〈
日
本
史
部
会
〉

談
緯
説
の
文
化
史
的
意
味
を
追
、
つ
｜
l
第
玄
殻
緯
裁

の
文
化
的
動
き
を
図
式
化
し
て
｜
｜
水
野
惟
之

令

義

解

の

成

立

過

程

押

部

佳

周

山
中
秀
夫

小
坂
博
之

究
正
の
土
一
撲
を
通
し
て
み
た
備
中
国
新
見
荘
の
荘

民

と

領

主

小

山

浩

正

石
盛
に
つ
い
て
の
て
こ
の
疑
点
竹
本
弘
文

越
後
に
お
け
る
藩
制
成
立
期
の
問
題
小
村
弐

近
世
交
通
に
お
け
る
特
権
通
行
の
人
馬
遼
高
に
つ
い

て

藤

沢

晋

変
革
期
の
蘭
医
1
1江
馬
元
益
の
場
合
｜
l

因
幡
国
服
部
荘
に
つ
い
て

末
中
哲
夫

維

新

内

乱

期

の

農

民

闘

争

太

田

健

一

自
由
民
権
期
の
地
方
自
治
の
要
求
ー
ー
一
地
方
議
会

を

通

し

て

み

た

｜

｜

甲

斐

英

男

。
東
洋
史
部
会
〉

舜

の

一

族

に

つ

い

て

の

疑

問

大

西

正

男

東
晋
に
お
け
る
南
北
人
対
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

矢
野
主
税

日

唐

交

渉

史

上

の

一

問

題

杉

本

直

治

郎

冊
府
元
亀
と
宋
会
要
ー
ー
そ
の
記
述
形
式
と
思
想

性

｜

｜

山

内

正

博

毛
沢
東
に
お
け
る
反
帝
反
封
建
闘
争
の
変
遷
過
程

藤

原

康

晴

ベ
ナ
ン
に
お
け
る
建
築
関
係
の
手
工
業
ギ
ル

ド
・
ジ
ャ
l
ェ
l
マ
ン
ギ
ル
ド
と
、
そ
の
近
代
化
に

つ

い

て

今

期

誠

二

λ

西
洋
史
部
会
V

ア
γ
プ
ロ
ジ
ウ
ス
の
ご
間

Z
E
に
つ
い
て
三
木
利
英

ラ
γ
カ
ス
タ
1
朝
に
お
け
る
庶
民
院
議
長
の
立
場

尾
野
比
左
夫

(295) 135 



開
E
ω
自
E
ロ
F
E
3
9呂
田
と
へ

γ
リ

l
八
世佐
坂
美
幸

パ
ト
ニ

l
討
論
に
お
け
る
政
治
思
想
友
田
車
爾

プ
ロ
イ
セ

γ
「
普
通
国
法
典
」
の
性
格
と
成
立
に
つ

い

て

和

仁

守

コ
プ
デ
ン
の
自
由
貿
易
論
と
英
帝
国
ー
ー
一
八
五

O

ームハ
0
年

代

’

｜

｜

内

田

信

正

ト
ク
ヴ
ィ
ル
的
ア
メ
リ
カ
に
見
ら
れ
る
労
働
運
動
の

意

義

に

つ

い

て

仲

田

光

パ
リ
コ
ミ
ュ

l
ン
e
の
成
立
と
国
民
軍
初
村
義
彦

ロ
1
ザ
・
ル
ク
セ

γ
プ
ル
ク
の
民
族
理
論
田
中
康
義

自
由
主
義
と
急
進
主
義
に
つ
い
て
若
松
繁
信

ナ
チ
ス
の
農
業
政
策
と
世
襲
農
場
法
豊
永
泰
子

近
代
西
欧
歴
史
思
想
の
比
較
研
究
に
つ
い
て吉
武

〈
地
理
部
会
〉

フ
ラ
ン
ス
の
地
誌
研
究
に
お
け
る
地
域
設
定
法
に
つ

い

て

蒲

原

多

美

子

北
陸
地
方
に
お
け
る
扇
状
地
の
耕
地
整
理
白
井
義
彦

広
島
市
郊
外
の
企
業
分
譲
住
宅
団
地
佐
伯
岩
男

美
濃
国
東
大
寺
領
大
井
荘
の
坪
付
と
田
積
水
野
時
二

昭
和
四
十
二
年
七
月
豪
雨
に
お
け
る
呉
市
東

蛤

伝

中
園
地
方
諸
都
市
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察中
村
加
藤

三
次
盆
地
及
び
そ
の
周
辺
の
地
形

北
上
山
地
中
部
の
二
、
三
の
回
B
o
r
a芯
E
O
に
つ

い

て

松

本

繁

樹

ア

フ

リ

カ

の

農

業

景

観

丹

生

谷

章

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
り
ジ
ニ

l
ズ
浅
黄
谷
剛
究

加
藤
正
隆
・
中
尾
保
一

時
間
校
孝
善
・
松
本
昭
一

夏
男

〈
考
古
・
民
俗
部
会
V

一
九
六
七
年
度
帝
釈
峡
遺
跡
群
の
調
査
研
究

松
崎
寿
和
・
杉
原
荘
介
・
潮
見

川
越
哲
志
・
福
井
万
千

山
口
県
中
の
浜
遺
跡
｜
｜
弥
生
時
代
前
期
埋
葬
遺
跡

の

研

究

｜

｜

藤

田

等

・

川

越

哲

士

山

太

田

川

下

流

域

の

古

墳

分

布

福

谷

昭

二

三
次
市
四
拾
貫
古
墳
群
の
発
掘
調
査
河
瀬
正
利

福
井
万
千

文
化
財
保
護
思
想
を
い
か
に
し
て
青
少
年
に
は
ぐ
く

む
か
｜
｜
子
ど
も
会
を
中
心
に
し
て
｜
｜機

〈
社
会
科
教
育
部
会
〉

歴
史
研
究
の
効
果
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
大
久
保

歴
史
教
科
書
に
お
け
る
現
代
史
の
推
移
に
つ
い
て

－

a
特
に
大
正
期
に
お
け
る
中
等
学
校
用
「
日
本

史

」

を

中

心

に

｜

｜

上

野

実

義

共
同
討
議
「
小
学
校
社
会
科
の
改
訂
を
め
く
っ
て
」

哲貞
也臣

京
都
大
学
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
講
演
会

昭
和
四
十
二
年
一
一
月
二
日
（
木
）
於
同
研
究
所

カ
ス
ピ
海
地
方
米
作
農
村
の
経
済
機
造
岡
崎
正
孝

博
自

西
夏
部
姓
「
鬼
怒
」
を
め
ぐ
っ
て

初
期
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
特
徴

嶋西
国田

袈龍
平雄

(296) 

浩

史
学
会
第
六
十
六
回
大
会

十
一
月
十
一
日
（
土
）
・
十
二
日
（
日
）
於

〈
公
開
講
演
〉

わ
が
国
に
お
け
る
装
飾
古
墳
と
そ
の
文
化
斎
藤
前
嶋

136 

東
京
大
学

信
次忠

中
世
西
ア
ジ
ア
人
の
イ

γ
ド
洋
通
商

〈
日
本
史
部
会
〉

法
華
義
疏
と
勝
管
一
経
義
疏
と
の
関
係
に
つ
い
て
望
月
庄
司
竹
内
石
井
笠
怯
城
島

一
怒浩

理
三進

宏
至
正
祥

光

奈
良
時
代
の
由
主
親
と
貴
族

保
の
成
立

「
文
治
守
護
地
頭
」
試
論

永
仁
徳
政
令
と
越
訴

佐
賀
藩
の
人
口
動
態

明
治
三
十
八
年
講
和
反
対
世
論
の
研
究

｜
｜
明
治
三
十
年
代
の
新
開
発
達
か
ら
み
た
日
比

谷

焼

打

事

件

｜

｜

有

山

輝

雄

米
穀
検
査
と
小
作
米
｜
｜
肥
後
米
の
場
合
｜
｜
加
藤
瑛
子

〈
東
洋
史
部
会
〉

先

秦

貨

幣

の

普

及

率

関

野

雄

周

公

即

位

考

松

本

雅

明

回
世
紀
に
お
け
る
嘉
陵
江
上
流
地
域
の
地
域
構
造
に

関

す

る

考

察

前

田

正

名

現
存
唐
代
燥
爆
戸
籍
の
年
代
的
特
徴
｜
｜
開
元
四
年
、

十

年

籍

案

を

中

心

と

し

て

｜

｜

池

田

温



遼

の

著

帳

官

に

つ

い

て

加

藤

北
宋
時
代
の
東
南
官
売
下
末
塩
紗
に
つ
い
て幸

徹

マ
ム
ル

l
F
期
に
お
け
る
ナ

l
ス
ィ
ル
検
地
の
歴
史

的

性

格

佐

藤

次

高

張

居

正

丈

量

策

の

歴

史

的

意

義

川

勝

守

清

代

徴

州

商

人

の

一

面

重

田

徳

セ

ポ

イ

の

反

乱

笠

原

立

亮

梨

朝

の

教

化

条

例

山

本

達

郎

〈
西
洋
史
部
会
〉

ア
テ
ネ
に
お
け
る
殺
人
訴
訟
l
｜
公
衆
訴
追
主
義
と

の

関

連

｜

｜

小

田

洋

一
O
｜
｜
一
一
一
世
紀
に
お
け
る
図
。
日

S
Z
E
の
発

展

山

田

欣

吾

イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
の
領
域
支
配
政
策
の
一
段
階

9
1
1
1
0
2
2
S
Z
E
F
0
5
に
つ
い
て
｜
｜清
水
広
一
郎

チ
ュ

l
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
再
洗
礼
派
運
動
に
つ
い
て

｜
｜
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
主
義
に
よ
る
宗
教
改
革
の
一

側

面

｜

｜

森

田

安

一

プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
慣
習
法
に
み
え
る
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王

制

成

立

期

の

領

主

裁

判

権

志

垣

嘉

夫

ル
イ
十
四
世
治
下
の
思
想
統
制
｜
｜
「
禁
書
カ
タ
ロ

グ

」

の

分

析

｜

｜

二

宮

素

子

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
「
土
地
計
画
」
と
そ
の
史
的
位

置

に

つ

い

て

古

賀

秀

男

マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
伊
東

息消界
品

弓ー

修
弘

孝
之

東
方
学
会
創
立
二
十
周
年
記
念
一
七
回
会
員
総
会

十
一
月
十
日
（
金
）
於
日
本
大
学
文
理
学
部

釈
尊
の
歴
史
性
に
つ
い
て
の
問
題
点
中
村

鼓
代
の
古
銅
器
と
彫
像
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
梅
原

文
化
史
学
会
一
九
六
七
年
度
大
会

十
一
月
十
一
日
（
土
）
・
十
二
日
（
日
）於
同
志
社
大
学

〈
個
別
研
究
発
表
〉

古

代

の

肖

像

と

個

性

小

川

光

暢

万

葉

集

家

持

作

歌

の

位

置

橋

重

孝

王
統
系
譜
と
い
う
も
の
｜
｜
日
朝
古
代
史
を
め
ぐ

っ

て

｜

｜

木

下

礼

仁

近

世

後

期

の

京

都

木

材

市

場

藤

田

叔

民

但

徐

学

と

永

嘉

永

康

学

今

中

寛

司

ウ
ィ
ル
ソ

γ
大
統
領
の
「
革
新
主
義
」
政
策
に
つ
い

て

池

本

幸

三

〈
大
会
テ
ー
マ
V

「
歴
史
に
於
け
る
人
間
像
の
諸
問
題
」

柳

田

国

男

の

農

民

像

赤

田

光

男

「

昭

和

史

論

争

」

と

歴

史

学

黒

田

紘

一

郎

司
〉
C
m叶
d
∞
と
〉
の
〉
E

d
∞
1
1酉
洋
古
代
末
に
み

る
あ
る
異
教
徒
の
人
間
像

1
l

須

永

悔

尾

キ

ケ

ロ

と

そ

の

時

代

浅

香

正

明
治
時
代
に
お
け
る
歴
史
学
と
歴
史
教
育
岩
井
中
村

ロ
ー
マ
の
美
術
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

日
本
史
研
究
会

一
九
六
七
年
度
大
会

十
一
月
一
八
日
（
土
）
・
一
九
日
（
日
）

於
立
命
館
大
学

フE

〈
個
別
石
究
報
告
〉

調
郎
制
成
立
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
菊
地
康
明

享
保
一
授
と
そ
の
社
会
的
経
済
的
基
盤
｜
｜
広
島
藩

を

中

心

と

し

て

｜

｜

畑

中

誠

治

幕
末
に
お
け
る
農
民
闘
争
と
段
兵
制
青
木
美
智
男

戦

後

労

働

運

動

の

問

題

点

戸

木

田

嘉

久

〈
共
同
研
究
報
告
〉
「
人
民
闘
争
と
国
家
の
諸
段
階
」

古

代

律

令

制

収

奪

と

人

民

狩

野

久

中
世
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
戸
田
芳
実

近
世
明
治
紙
新
に
お
け
る
絶
対
主
義
の
形
成
と
人

民

闘

争

池

田

敬

正

近
代
危
機
に
お
け
る
日
本
帝
国
主
義
の
思
想
尾
川

末
治

茂忠
夫熊

立
教
大
学
史
学
会
一
九
六
七
年
度
大
会

十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
於
立
教
大
学

幕
末
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
．
再
伝
来
に
つ
い
て
遠

矢

微

志

京

都

の

切

支

丹

牢

に

つ

い

て

函

連

寺

育

子

徳
川
初
期
に
お
け
る
土
地
移
動
に
つ
い
て
l
｜
美
濃

国
旧
席
田
郡
春
近
村
検
地
帳
・
名
寄
帳
の
分
析
を

通
じ
て

1
1

小

林

康

宏

清
代
官
僚
の
動
向
に
関
す
る
こ
、
三
の
問
題石
橋

暴

君

、

不

ロ

の

一

考

察

秀

村

「
伊
能
忠
敬
函
」
の
精
度
と
実
用
性
に
つ
い
て
保
柳

巨ヨ

法
秀
雄
欣
二
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〈
公
開
講
演
〉

ル
ソ
！
と
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

I
ル
を
め
く
り
て
井
上
幸
治

関
西
大
学
史
学
会
昭
和
四
二
年
度
大
会

十
二
月
二
日
（
土
）
於
関
西
大
学

平

坂

宮

出

土

の

古

代

通

貨

町

田

章

式

部

省

と

写

経

生

茨

木

一

成

備

中

松

山

藩

士

の

土

着

に

つ

い

て

朝

森

要

韓
国
慶
州
の
石
像
（
ス
ラ
イ
ト
使
用
）
上
井
輝
代

考
古
学
か
ら
見
た
池
田
地
方
の
諸
問
題
（
ス
ラ
イ
ド

使

用

）

富

田

好

久

条

里

の

分

布

形

態

服

部

昌

之

〈
公
開
講
演
〉

西
周
時
代
に
関
す
る
一
一
一
一
一
の
問
題

伊
藤

早
稲
田
大
学
史
学
会
昭
和
四
二
年
度
大
会

十
二
月
三
日
（
日
）
於
早
稲
田
大
学

岡

倉

天

心

論

野

口

チ
ン
ギ
ス
カ
ガ
ン
関
係
史
料
考
吉
田

ハ
ダ
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ロ

γ
ヤ
農
村
共
同
体鈴
木
藤
川

タ
ガ
ー
ル
文
化
期
の
葬
制

人
公
開
講
演
〉

大

正

政

変

と

軍

部

白

井

正

臣

モ
只

F
ワ
大
学
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
｜
｜
歴
史
学

部

を

中

心

と

し

て

｜

｜

山

本

俊

朗

駿
台
史
学
会
九
六
七
年
度
大
会

十
二
月
九
日
（
土
）
於
明
治
大
学

道
治

水

戸

藩

に

お

け

る

廃

仏

段

釈

圭

室

文

雄

元
末
の
叛
乱
｜
｜
朱
元
埠
集
団
と
張
土
誠
集
団
に
つ

い

て

｜

｜

今

井

春

夫

ナ
ロ

l
ド
ニ
チ
ェ
ス
ト
ボ
オ
か
ら
マ
ル
F
シ
ズ
ム
へ

西
田
幸
子

下

総

国

分

尼

寺

祉

の

調

査

甲

斐

忠

彦

関

東

山

地

東

縁

の

河

岸

段

丘

清

水

文

健

近
世
後
期
、
松
本
地
方
に
お
け
る
流
通
機
構
の
変
質

過
程
｜
｜
手
馬
輸
送
の
展
開
を
中
心
に
｜
｜
大
野
木
大
乗

「
満
州
事
変
」
と
朝
鮮
支
配
政
策
の
転
換
｜
｜
「
農

村
振
興
運
動
」
に
お
け
る
朝
鮮
総
督
府
権
力
機
構

の
再
編
成
を
中
心
と
し
て
｜
｜
宮
回
節
子

栃

木

県

の

開

拓

農

業

安

藤

正

邦

銅

鐸

の

現

在

的

理

解

杉

原

荘

介

〈
特
別
講
演
〉

最
近
に
お
け
る
台
務
の
現
情
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

渡

辺

操

ト
ル
コ
み
た
ま
ま
（
8
ミ
リ
映
画
使
用
）
三
橋
富
治
男

信
治
順
一

繁健
彦夫
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